
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 後期 単位 1

必修／選択 選択 授業形態 演習 時間 30

実践的教育

科目の概要

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

教科書

教材

使用設備・備品

参考文献

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

評価方法
授業内課題：50％、中間試験：15％、期末試験：15％、プレゼンテーション：20％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

プレゼンテーションの為に事前に自分の興味ある展覧会鑑賞をしておくこと。

学生へのフィー
ドバックの方法

無し

英語教員
英語演習

English Practice
教員名

個別に実地指導を行います。

×

この授業の目標は学生が美術や芸術に関する話題について外国人に説明できるようになることです。

最終的には、プレゼンテーションを行います。
各回の内容について把握していなければプレゼンテーションは行うことはできません。
よって、各回ごと作品などの背景などについて必ず復習を行ってください。その為に美術館や図書館な
どへ通うことを前提とします。この復習は９０分程度を見込みますが、９０分以上の時間を要すること
も考えられます。時間を上手に使用して効率的に行ってください。

教科書・教材

なし

適宜

適宜

この授業では学生は様々なジャンルの芸術、芸術史、創作、展覧会などについて英語で会話をします。
また学生は自分が見に行った展覧会についてのプレゼンテーションを行います。

主な学習効果

１）美容技術とデザイン力、 すなわち
美容における実践力

２）表現力、すなわち芸術における実践力

－ ◎

5行以内

9行以内

12行以内

5行



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回 オリエンテーション
学生は授業の目的、内容、成績
を付ける方法などを理解する。

専攻科の学生はすでに芸術につい
ての知識があるので、この授業で
はその知識を英語で表現すること
を目的としています。

第２回 絵画紹介
有名な絵画について題名、画
家、制作年など簡単な紹介がで
きるようになる。

第2-7回では学生は基礎的な英語
で物事を説明します

第３回 画家紹介
画家について簡単な紹介ができ
るようになる。

美術館や図書館での知識集め。

第４回 時代背景
作品制作年の美術史について簡
単に紹介することができるように
なる。

美術館や図書館での知識集め。

第５回 彫刻紹介
有名な彫刻について題名、画
家、制作年など簡単な紹介がで
きるようになります。

美術館や図書館での知識集め。

第６回 彫刻家紹介
彫刻家について簡単な紹介がで
きるようになる。

美術館や図書館での知識集め。

第７回 時代背景
作品制作年の美術史について簡
単に紹介することができるように
なる。

美術館や図書館での知識集め。

第８回 まとめ①
第1-7回の内容についてまとめを
行います。

ここまでの内容の復習をしっかりと
実施した上で参加してください。

第９回 ギャラリーと展覧会
展覧会やギャラリーの紹介がで
きるようになります。

第9-14回では学生は基礎的な英語
で物事を説明します

第１０回 芸術家の経歴
自分の興味ある芸術家の経歴
が説明できるようになります。

美術館や図書館での知識集め。

第１１回 作品のアイデア
自分の作品をつくる時のアイデ
アを説明できるようになります。

第１２回 作品の制作
自分が作品をどのように制作す
るのか説明できるようになりま
す。

第１３回 評論
他人の作品について自分の意見
が言えるようになります。

第１４回 まとめ②
第1-13回の内容についてまとめ
を行います。

ここまでの内容の復習をしっかりと
実施した上で参加してください。

第１５回 プレゼンテーション
自分が見に行った展覧会につい
てプレゼンテーションを行いま
す。

プレゼンテーションの為に事前に自
分の興味ある展覧会鑑賞をしておく
こと。

授業計画


